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火災・救急・救助は局番なしの119ばん
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（1） １１９
火災・救急・救助は

◆平成20年度下半期財政事情の公表

◆値賀元団長に春の叙勲

◆東田務氏に県知事表彰

◆第一回熊本県女性消防操法大会開催

◆秋の火災予防運動
健闘した多良木町女性消防隊

　携帯電話からも局番なしの１１９ばん（GPS機能付携帯から
通報すると災害地点を表示します！）

※固定電話からの災害通報は、通報者の電話番号が表示される 災害連絡専用 42-9119
でも　可能です！＜ただし重要回線ではありませんので回線障害時は１１９番へ＞

そ　の　他　の　ダ　イ　ヤ　ル　イ　ン

総務課42-3191・警防課42-3183・予防課42-3184・消防課42-3189

災害の問い合わせは４２ー３０００番　　代表　TEL ４２－３１８１

http://www.union.kamikuma-fire.lg.jp/

水上村湯山小学校
総勢12名（+1名）の職場見学！

水上村湯山小学校
総勢12名（+1名）の職場見学！

水上村湯山小学校
総勢12名（+1名）の職場見学！

水上村湯山小学校
総勢12名（+1名）の職場見学！



平成21年１０月広報しょうぼう上球磨

（2）
１１９

火災・救急・救助は

　地方自治法第２４３条の３第１項及び上球磨消防組合財政事情の公表に関する条例の規定により、
財政事情を次のとおり公表する 

平成２１年９月１０日�    上球磨消防組合長　　　�  松　　本　　照　　彦

予算額 補正額 収入率

（Ａ） （Ｂ） １０～１２月 １～5月 計 （％）

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国　庫　支　出　金

県　 支　 出　 金

財　 産　 収　 入

寄　　　附　　　金

繰　　　入　　　金

繰　　　越　　　金

諸　　　収　　　入

組　　　合　　　債

0

0

0

0

0

0

0

332

0

△ 4,100

△ 3,768

559,764

440

1

1

152

1

5,000

3,332

341

40,900

609,932

139,600

117

0

0

0

0

0

0

84

0

139,801

346

16

0

0

153

0

5,000

332

162

40,900

46,909

559,846

405

0

0

153

0

5,000

3,332

362

40,900

609,998

100.01%

92.05%

0.00%

0.00%

100.66%

0.00%

100.00%

100.00%

106.16%

100.00%

100.01%

559,764

440

1

1

152

1

5,000

3,000

341

45,000

613,700

款
４月～９月

419,900

272

0

0

0

0

0

3,000

116

0

423,288

合計

歳　入　合　計

差引残額

（Ａ）+（Ｂ）-（Ｃ）

歳入済額（Ｃ）

△ 82

 35

1

1

△1

1

0

0

△ 21

0

△ 66

１

２

３

４

５

６

議　　　会　　　費

総　　　務　　　費

消　　　防　　　費

公　　　債　　　費

諸 　 支 　 出 　 金

予　　　備　　　費

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国　庫　支　出　金

県　 支 　出 　金

財　 産　 収　 入

寄　　　附　　　金

繰　　　入　　　金

繰　　　越　　　金

諸　　　収　　　入

組　　　合　　　債

予算額 補正額 支出率

（Ａ） （Ｂ） １０～１２月 １～５月 計 （％）

360

34,532

570,386

7,077

1

1,344

613,700

0

△ 1,090

△ 2,015

0

0

△ 663

△ 3,768

360

33,442

568,371

7,077

1

681

609,932

10

7,162

146,248

0

0

0

153,420

298

6,539

97,902

3,507

0

0

108,246

321

27,173

491,637

7,058

0

0

526,189

89%

81%

86%

100%

0%

0%

86%

歳出済額（Ｃ）

４月～９月
款

（Ａ）+（Ｂ）-（Ｃ）

39

6,269

76,734

19

1

681

83,743

差引残額

13

13,472

247,487

3,551

0

0

264,523

合計

種　　類

土　　地

建　　物

数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　量

車　　両 指令車、タンク１号車、タンク２号車、救助工作車、高規格救急１号車、救急２号車、救急３号車、マイクロバス、

資機材搬送車、指導広報車、ポンプ車（予備車）、東ポンプ車、東高規格救急車、東広報車

本年度予算額 前年度予算額 比　　　較 本年度予算額 前年度予算額

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

１

２

３

４

５

６

７

567,671

450

1

1

129

1

9,500

4,500

247

9,000

591,500

559,764

440

1

1

152

1

5,000

3,000

341

45,000

613,700

7,907

10

0

0

△ 23

0

4,500

1,500

△ 94

△ 36,000

△ 22,200

１

２

３

４

５

６

350

34,330

545,980

9,622

1

1,217

591,500

360

34,532

570,386

7,077

1

1,344

613,700

(単位：千円）（3）町村別負担金の状況

（２）歳　　出

（４）性質別経費の状況(単位：千円）

(単位：千円） (単位：千円）

多　　良　　木　町

湯　　　前　　　町

水　　　上　　　村

あ  さ  ぎ  り  町

椎　　　葉　　　村

西  　 米 　 良 　 村

防 災 消 防 航 空 隊

款

歳　入　合　計

議　　会　　費

総　　務　　費

消　　防　　費

公　　債　　費

諸  支  出  金

予　　備　　費

合　　　　　計

154,561

76,623

55,107

276,480

100

100

4,700

567,671

歳　出　合　計

比 較款

△ 10

△ 202

△ 24,406

2,545

0

△ 127

△ 22,200

財政事情の公表

１．平成20年度歳入歳出状況（平成２0年１０月～平成２1年５月）
（１）歳　　入

３．平成２１年度当初予算
（１）歳　　入

２．組合の財産

（２）歳　　出

（単位：千円）

（単位：千円）

■上球磨消防組合告示第４号 

１

２

３

４

５

６

７

８

492,137

52,540

1,334

2,762

8,640

119

32,751

1,217

591,500

人　　　件　　　費

物　　　件　　　費

維　持　補　修　費

補　　　助　　　費

公　　　債　　　費

積　　　立　　　金

投　資　的　経　費

予　　　備　　　費

合　　　　　計

歳　出　合　計



　

平
成
二
十
一
年
春
の
叙
勲
で
元
多
良
木

町
消
防
団
長　

値
賀
和
利
氏
（
六
八
歳
）

が
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
昭

和
三
十
五
年
に
消
防
団
に
入
団
さ
れ
、
当

時
は
多
良
木
町
と
し
て
合
併
後
で
住
民
人

口
が
二
万
九
百
人
を
超
え
、
腕
用
ポ
ン
プ

か
ら
動
力
ポ
ン
プ
に
変
わ
っ
た
こ
ろ
だ
っ

た
そ
う
で
す
。　
　

　

現
在
の
消
防
団
事
情
と
違
っ
て
、
消
防

団
再
編
に
よ
り
団
員
の
定
数
削
減
が
あ
り
、

同
四
十
年
四
月
に
退
団
、
三
年
後
に
再
入

団
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
班
長
、
分
団
長
を
務
め
ら
れ
、

後
進
に
道
を
譲
る
た
め
に
退
団
さ
れ
ま
し

た
が
、
再
び
そ
の
地
域
消
防
活
動
の
采
配

手
腕
を
嘱
望
さ
れ
、
平
成
五
年
四
月
に
副

団
長
と
し
て
復
帰
さ
れ
ま
し
た
。
消
防
団

復
帰
後
、
平
成
十
三
年
四
月
か
ら
六
年
間

消
防
団
長
と
し
て
消
防
団
の
発
展
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

　

「
記
憶
が
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
が
、
正

式
に
は
昭
和
三
十
五
年
と
な
っ
て
い
ま
す

が
初
入
団
は
昭
和
三
十
三
年
で
、
ま
だ
、

十
代
で
し
た
」「
再
入
団
後
の
班
長
の
頃
、

昔
は
現
代
み
た
い
に
緊
急
に
情
報
を
得
る

方
法
が
な
く
、
梅
雨
の
大
雨
に　

“
市
房

ダ
ム
が
決
壊
す
る
”
と
い
う
流
布
で
球
磨

川
沿
い
の
地
区
に
避
難
を
お
願
い
し
た
こ

と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
」

　

「
今
回
の
受
章
に
際
し
ま
し
て
は

関
係
者
の
皆
様
や
お
世
話
を
頂
い

た
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
で
い

っ
ぱ
い
で
す
。
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
町

の
消
防
団
と
し
て
地
域
の
安
寧
秩

序
を
守
る
た
め
に
一
致
団
結
し
て

地
域
消
防
の
発
展
を
心
よ
り
願
っ

て
お
り
ま
す
」
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
引
退
後
は
奥
さ
ん
と
二
人
で

茄
子
を
作
っ
て
Ｊ
Ａ
に
出
荷
さ
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
経
験
を
生
か
し
て

地
域
の
た
め
益
々
ご
活
躍
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

熊
本
県
で
は
九
月
一
日
か
ら
、

河
川
の
は
ん
ら
ん
や
土
砂
崩
れ
な

ど
の
災
害
警
戒
情
報
を
、
申
し
込

み
の
あ
っ
た
個
人
の
携
帯
電
話
や

パ
ソ
コ
ン
に
メ
ー
ル
を
送
信
す
る

新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

配
信
内
容
は
「
気
象
注
意
報･

警
報
、
土
砂
災
害
警
戒
情
報
、
地

震
情
報
、
津
波
情
報
、
火
山
噴
火

警
報
、
河
川
水
位
等
の
情
報
」
の

情
報
が
県
防
災
情
報
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ

(http://w
w
w
.a
nshin.pre

f.k
um
a

m
o
to
.jp
/
s/

）
か
ら
登
録
す
る
か

(se
n
try
@
a
n
sh
in
.p
re
f.k
u
m
a
m
o

to
.jp
)

の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
空

メ
ー
ル
を
送
る
と
返
信
メ
ー
ル
か

ら
受
信
地
域
設
定
な
ど
情
報
を
選

択
希
望
し
て
「
登
録
終
了
」
す
る

シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

は
県
内
の
防
災
関
連
情
報
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
新
シ
ス
テ
ム

は
こ
れ
を
さ
ら
に
進
め
る
形
と
な

っ
て
い
ま
す
。
一
般
の
県
民
の
皆

様
に
も
情
報
を
直
接
提
供
し
、
自

主
避
難
な
ど
に
役
立
て
て
い
た
だ

く
も
の
で
、
ご
利
用
上
の
注
意
と

し
て
、
利
用
者
が
災
害
な
ど
か
ら

の
回
避
を
保
障
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
配
信
を
受
け
る
場
合
は
、

ド
コ
モ
で
は
ｉ
モ
ー
ド
対
応
機
種

で
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
で
は
月
額
二
〇

〇
円
の
ロ
ン
グ
Ｅ
メ
ー
ル
の
契
約

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
他
に

も
ご
利
用
上
の
注
意
点
が
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
細
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
熊
本
県
総
務
部
危
機
管
理

・
防
災
消
防
総
室

   

０
９
６-

３
３
３-

２
１
１
８
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

平成21年１０月広報しょうぼう上球磨

（3） １１９
火災・救急・救助は

値
賀
和
利
氏

　
　

「
瑞
宝
単
光
章
」
受
章
！

値
賀
和
利
氏

　
　

「
瑞
宝
単
光
章
」
受
章
！



『
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
義
務
』
と

い
う
話
は
聞
い
た
事
は
あ
り
ま
す
か
？
最

近
で
は
少
し
ず
つ
認
知
さ
れ
て
き
て
い
る

よ
う
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
方
、

又
は
知
っ
て
い
る
が
設
置
は
し
て
い
な
い

と
い
う
方
が
殆
ど
だ
と
思
い
ま
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
平
成
二
十
三
年

六
月
一
日
ま
で
に
設
置
し
て
い
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。
あ
さ
ぎ
り
町
・
湯
前
町
・

水
上
村
に
つ
い
て
は
各
家
庭
へ
の
警
報
器

の
配
布
が
決
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
の
義

務
化
が
さ
れ
た
大
き
な
理
由
と
し
て
住
宅

火
災
で
の
死
者
数
増
加
、
特
に
高
齢
者
の

逃
げ
遅
れ
の
増
加
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

年
間
に
一
千
人
以
上
の
方
が
住
宅
火
災

で
亡
く
な
り
、
そ
の
六
割
以
上
が
六
十
五

歳
以
上
の
高
齢
者
な
の
で
す
。

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
な
ど
の
い

く
つ
か
の
国
で
は
、
す
で
に
設
置
が
義
務

化
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
で
は
住
宅
火
災
の
死

者
数
が
義
務
化
以
前
の
半
数
に
ま
で
減
っ

た
と
い
う
報
告
が
出
て
い
ま
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
ご
家
庭
の
す
べ

て
の
寝
室
等
に
設
置
が
必
要
で
す
。

早
め
の
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

平成21年１０月広報しょうぼう上球磨

（4）１１９
火災・救急・救助は

火災を感知した火災警報器だけが警報を発します。

例えば、寝室の火災警報器が火災を感知すると、この火災警
報器だけが警報を発します。

例えば、居室の火災警報器が火災を感知すると、寝室や

階段すべての火災警報器が警報を発します。

火災を感知した火災警報器だけでなく、接続されているす
べての火災警報器が火災信号を受け警報を発します。

高齢者の方や、目や耳が不自由な方には、音や光の
出る補助警報装置の増設をおすすめします。

*無線式もあります

単　独　型

連　動　型
すべての火災警報器が警報を発します

補助警報装置

感知した火災警報器だけが、警報を発します感知した火災警報器だけが、警報を発します

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

　
　

設
置
に
つ
い
て
！

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

　
　

設
置
に
つ
い
て
！



平成21年１０月広報しょうぼう上球磨

（5） １１９
火災・救急・救助は

　

上
球
磨
地
区
危
険
物
安
全
協
会
第
二
代

会
長
で
あ
る
合
資
会
社
東
田
石
油
代
表
社

員
東
田
務
氏
が
社
団
法
人
熊
本
県
危
険
物

安
全
協
会
設
立
二
十
周
年
の
節
目
に
あ
た

り
永
年
の
安
全
功
労
が
認
め
ら
れ
て
熊
本

県
知
事
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
田
務
氏
は
、
昭
和
五
十
年
東
田
石
油

の
代
表
社
員
に
就
任
さ
れ
、
昭
和
五
十
四

年
か
ら
副
支
部
長
と
し
て
、
さ
ら
に
平
成

元
年
か
ら
は
支
部
長
・
現
、
地
区
会
長
と

し
て
永
年
の
間
豊
富
な
経
験
を
生
か
し
、

当
協
会
関
係
行
事
の
企
画
立
案
及
び
会
員

へ
の
助
言
等
多
大
な
尽
力
を
頂
き
今
日
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
功
績
を
た
た
え
ら
れ
、

去
る
五
月
十
三
日
ホ
テ
ル
日
航
熊
本
で
行

わ
れ
た
設
立
二
十
周
年
記
念
式
典
の
席
で

栄
え
あ
る
栄
光
を
手
に
さ
れ
ま
し
た
。
受

賞
に
対
し
ま
し
て
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。
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田
務
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県
知
事
表
彰
受
賞

東
田
務
氏

　
　

県
知
事
表
彰
受
賞

東
田
務
氏

　
　

県
知
事
表
彰
受
賞

　昨年中の、管内の出動件数は火災が２８
件、救急が１２８５件で過去最高の出動件
数となった一昨年に比べ４７件の減となり
ました。災害の通報受付総事案数も１２６
１件と８６件の減となりましたが、支援を
必要とする救急事案が５８件の増、救命処
置が必要な支援出動が１４件多く発生して
おります。
　最近の救命救急の高度化で、複数の救急
車や消防車両が出動しており、「なにか大き
な事故」と感じられたことがあると思いま
すが、危篤な患者さんに対応するため「支
援出動」しています。救急現場では救急車
が到着するまでに、いかに近くにいた人の
ＢＬS（一次救命処置）が、とても大切にな
ってきます。傷病者の救命率やその後の社
会復帰に大きく反映されます。
　消防署の通信課では、119通報時に生命
維持が危惧される重篤な患者さんに対しま
しては、ＣＰＲ（心肺蘇生法）、胸骨圧迫（
心臓マッサージ）、気道確保などの救命処置
を状況により口頭指導しています。Ｈ20年
中はこの救命処置の指導が51件で 12件多
く指導をさせていただきました。多良木町
グラウンドで行われていた少年野球で胸に
ボールが当たり心肺停止になった少年に対
し、救急車が到着する前に関係者の適切な
処置で心拍再開に至り一命を取り留められ
ました。重篤に至った傷病者へ救急車が到
着する前に、適切な救命処置を施すことが
いかに大切かを教示する事案となりました。
119 通報時に「救命処置が出来ますか？」
の口頭指導に「はい出来ます！」と応えら
れますように、あらゆる機会に救急講習を
受講していただきたいと思います。

あらゆる機会に
救急講習の受講をお願いします!

　「熊本県消防広域化推進計画」に基づき、城

南ブロックの消防広域化の基本的事項につい

て協議するため平成２１年５月７日に城南ブ

ロック消防広域化協議会が設置されました。

　城南ブロック消防とは、八代広域、水俣芦

北広域、人吉下球磨、そして上球磨消防の４

つの消防本部のことをいいます。管轄人口は

約３０万人となり消防庁が定めた基本指針に

合致し、広域化におけるスケールメリットを

生み出すことが可能となります。具体的には、

消防隊員の増強、高度な消防資機材の整備、

救急・予防業務の専任等です。

　しかし、広域化によって消防本部の対応力

が低下し、住民の安全・安心を脅かすような

ことはあってはなりません。広域化を進める

上でも、市町村・住民・消防関係者等の理解

を得て進めることが肝要です。これらをふま

えて広域化の是非を協議会において判断し、

広域化後においては、地域格差が生じないよ

う最善の方法を探る必要があります。

その協議を円滑に進めるための協議会事務局

が、このほど八代広域消防本部鏡消防署内に

開設され、前述の４消防本部から１名ずつと

県危機管理・防災消防総室から１名、計５名

で作業を行っております。当消防本部からは、

池末光春総務係長が派遣されました。

城南ブロック消防広域化協議会設置
及び事務局開設
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火災・救急・救助は

地震震度の階級解説表が新しくなりました！地震震度の階級解説表が新しくなりました！地震震度の階級解説表が新しくなりました！

　分かりやすくなった新しい地震解説表が気象庁から発表されることになりました。
震度は、地震による揺れの強さを総合的に表す指標で、防災対応の基準として利用されて
いますが、気象庁が発表する震度は、地震の揺れの強さを震度計で観測したものです。発
生した現象や被害の様子から決めるものではありません。発表する震度は「震度計のある
場所」の震度であり、同じ地区の町村内でも場所が違えば震度が異なる場合があります。
　今回の改定（H21/3/31）は震度そのものを変更するものではありませんが、発生した
被害のより分かりやすい目安を示すものです。
　次表に示す「気象庁震度階級関連解説表」は、ある震度が観測されたときに、その周辺
で、どのような現象や被害が発生するかの目安を示す資料となります。
　http://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/shindo/kaisetsu.html
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火災・救急・救助は

　

平
成
二
十
一
年
八
月
二
十
三
日
（
日
曜
日
）
第

一
回
熊
本
県
女
性
消
防
操
法
大
会
が
城
南
町
に
於

い
て
開
催
さ
れ
、
多
良
木
町
女
性
消
防
隊
が
出
場

し
ま
し
た
。

　

県
大
会
が
実
施
さ
れ
る
の
は
全
国
で
も
熊
本
県

が
初
め
て
で
、
優
勝
し
た
宇
城
地
区
チ
ー
ム
が
第

十
九
回
全
国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

多
良
木
町
女
性
消
防
隊
は
、
昨
年
か
ら
操
法
の

訓
練
に
入
り
、
今
年
四
月
の
消
防
団
出
初
式
に
於

い
て
、
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
、
士
気
を
高
め
る

と
と
も
に
、
七
月
か
ら
本
格
的
な
訓
練
を
開
始
さ

れ
ま
し
た
。
毎
週
月･

水･

金
の
夜
七
時
か
ら
二
時

間
を
練
習
日
と
決
め
、
町
の
消
防
団
の
協
力
を
受

け
な
が
ら
県
大
会
優
勝
を
目
指
し
、
全
国
大
会
出

場
を
目
標
に
厳
し
い
訓
練
を
し
て
来
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
会
当
日
は
八
番
目
の
試
技
に
備
え
、
準
備
運

動
、
機
械
器
具
の
点
検
、
規
律
訓
練
等
を
実
施
し
、

万
全
の
体
制
で
操

法
に
臨
ま
れ
ま
し

た
。

結
果
は
、
タ
イ
ム
、

動
作
と
も
に
さ
す

が
に
経
験
の
あ
る

宇
城
地
区
は
強
く
、

練
習
の
成
果
を
十

分
発
揮
し
、
12
チ

ー
ム
中
6
位
と
健

闘
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
場
し
た
女
性

消
防
隊
や
指
導
を

し
て
き
た
職
員
、

ご
協
力
を
頂
い
た

関
係
者
の
皆
様
も
、

二
年
後
の
第
二
回
熊
本
県
女
性
消
防
操
法
大
会
優

勝
を
目
指
し
て
、
こ
れ
か
ら
訓
練
を
重
ね
た
い
と

心
新
た
に
し
た
大
会
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
応
援
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

         
      

　

六
月
に
あ
さ
ぎ
り
町
で
発
生
し
た
建
物

火
災
で
延
焼
拡
大
を
防
ぎ
、
逃
げ
遅
れ
た

八
十
三
歳
の
男
性
を
救
出
さ
れ
た
功
績
で

同
町
の
宮
原
正
光
氏
、
宮
原
貴
光
氏
、
田

原
址
堂
氏
の
三
名
の
方
に
、
初
期
消
火
と

人
命
救
助
の
感
謝
状
の
表
彰
を
行
い
ま
し

た
。

　

こ
の
行
動
が
な
か
っ
た
ら
、
建
物
の
延

焼
防
止
と
逃
げ
遅
れ
た
ご
老
人
の
生
命
に

も
、
危
険
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
消
防
長

よ
り
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
こ
の
三

名
の
方
々
の
ご
活
躍
の
お
陰
で
、
尊
い
人

命
が
救
わ
れ
ま
し
た
。

　

ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

救  急  医  療  週  間救  急  医  療  週  間救  急  医  療  週  間

人
命
救
助
表
彰
を
行
い
ま
し
た
！

人
命
救
助
表
彰
を
行
い
ま
し
た
！

人
命
救
助
表
彰
を
行
い
ま
し
た
！

◆救急シミュレーション
　城南４消防本部（上球磨・人
吉下球磨・水俣芦北・八代消防）
の救急隊が、八代消防署に参集
し、日頃の救急活動成果を披露
しました。各救急隊とも迅速確
実な救急処置及び搬送を行い、
今後の活動に活かせそうです。

　　　　　◆ドクターカー
　９月７～１１日まで、救急隊が公立多良木病院に待機し、救急
事案発生と共に医師同乗の救急車で現場に急行しました。医師が
救急現場に急行するということで、早期の救命処置等が期待でき
ましたが、幸いなことに期間中の出動件数は１件でした。

第
一
回
熊
本
県
女
性
消
防

　

操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

第
一
回
熊
本
県
女
性
消
防

　

操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

９月９日は「救急の日」ということで、上球磨消防署でも様々な取組みを行いました。

NEWS
上 球 磨
NEWS

上 球 磨

◆救急講習も大反響
　普通救命講習（３時間）も、
多数の参加を頂き大反響です。
救急講習は、随時受付けてお
りますので、お申込みお問合
わせは、上球磨消防本部警防
課（４２‐３１８３）までお
願い致します。

◆啓蒙パンフレット配布
　多良木警察署の協力の下、

警察署前で救急啓蒙パンフレットを配布しました。

　この日から職場体験に参加した多良木中学生も大活躍です。



　

退
職
に
伴
う
平
成
二
十
一
年
度
新
任
消

防
士
二
名
の
紹
介
を
し
ま
す
。
い
ず
れ
も

あ
さ
ぎ
り
町
岡
原
出
身
の
深
松
消
防
士
と

田
代
消
防
士
で
す
。
今
年
四
月
か
ら
消
防

学
校
の
六
ヶ
月
に
お
よ
ぶ
初
任
科
教
育
を

無
事
終
了
し
、
こ
れ
か
ら
、
上
球
磨
防
災

と
安
寧
秩
序
の
た
め
に
勤
務
し
ま
す
。
住

民
の
皆
様
の
温
か
い
心
で
見
守
っ
て
い
た

だ
き
、
立
派
な
消
防
士
に
育
つ
よ
う
ご
指

導
ご
鞭
撻
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　ポンプ車や救助工作車などの
消防車には、一刻も早く火を消
す役目があってすごいなぁとお
もいました。
通信指令室は火事がおきた時、
住所や電話番号がわかれば、す
ぐに火事の現場がわかるのです
ごいと思いました。

　私は通信指令室で、相手
の電話番号をキーボードで
おすと、相手の家が出るっ
てことを知りませんでした。
私の家が出たので、うれし
かったです。
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火災・救急・救助は

秋の全国火災予防運動秋の全国火災予防運動
　秋の全国火災予防運動が11月9日から一週間実施されます。今年は残暑が厳しく、カ
ラカラ天気で空気が乾燥して、原野･林野火災が多発しております。火災の発生しやす
い時期になりますので、火の用心をお願いします。管内では９月25日現在で28件の火
災が発生しており、これは去年の火災件数と同数となります。　原因別ではゴミ、枯れ
草焼きが拡大延焼した火災が8件と原因のトップになっています。現在、一般住宅への
住宅用火災警報器の設置の義務化により、上球磨消防署では設置の呼びかけを行ってい
ます。ぜひこの機会に設置されますようお願い申し上げます。

◆10月28日　屋内消火栓大会

◆11月 8日　あさぎり町消防団との

　　　　　　 合同訓練

◆11月 8日　水上村消防団ポンプ

　　　　　　 操法大会

◆11月 9日　ゲートボール大会

期間中その他の行事予定
平 成 2 0 年 中 の 火 災 概 況

平成２０年　総件数　２８件町村別出火件数
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私
の
特
技

は
陸
上
を
通

じ
て
身
に
付

い
た
走
る
こ

と
で
す
。
ま

だ
分
か
ら
な

い
こ
と
ば
か

り
で
頼
り
な

い
自
分
で
す
が
、
今
ま
で
学
ん
だ
こ
と
を

活
か
し
「
何
故
こ
の
世
界
に
入
っ
た
の
か
」

と
い
う
初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
地
域

住
民
の
方
の
た
め
に
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

消
防
学
校
で

の
初
任
科
教

育
を
終
え
、

十
月
か
ら
上

球
磨
消
防
署

で
働
く
こ
と

に
な
り
ま
し

た
。
趣
味
は

弓
道
で
す
。
ま
だ
一
人
前
の
消
防
士
と
呼

ぶ
に
は
、
知
識
や
技
術
、
経
験
が
少
な
く

未
熟
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
色
々
と
学
び
、

地
域
住
民
の
方
々
の
た
め
に
精
一
杯
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

深松　勇貴（二十歳）田代　晃（二十歳）
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新
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新
任
消
防
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紹
介
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湯山小4年　井上　亮湯山小4年　堤　ひなこ

　「上球磨消防署のみなさんへ」と綺麗に冊子さ
れた御礼の文集が届きました。その中にハワイか
らやって来た夏期留学生クリスティちゃんからの
お礼の英文；；、、をご紹介します。
　田上クリスティーちゃんはお母さんたちが姉妹
で、従妹の1年生の家に、早い夏休みを過ごすため
に湯山小学校にやって来られたそうです。

To Fire stations people ＠＠“、、、

湯山小4年　
　Ｋｒｉｓｔｙ

　I was surprised 
that the Fire trucks 
are red like 
America.
I had a good time. I 
knew that Japan 
you can call 119 
For a Fire truck 
but in America it is 
911.
（私は消防自動車がアメリカのように赤
いことに驚きました。
私は楽しい一時を過ごしました。日本で
は、１１９で消防自動車を呼ぶことがで
きますが、アメリカでは９１１です）

消
防
署
の
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へ

消
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へ

消
防
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の
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ん
へ


